
●川嵜　陽仁さん
平成15年 11月1日生まれ。
18歳。一宮市出身。
　誉高校 3年生。2021 年のプロ野
球ドラフト会議にて、読売ジャイアン
ツから育成選手として 9位指名を受
ける。
　右投右打。ポジションは投手。最速
147kmを誇るストレートと、縦に落
ちるスライダーを武器に、3年時の夏
の愛知県大会では、4 試合に登板。
14 回を投げ、22 奪三振、失点 1、
防御率 0.64 の好成績を残した。
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▲山下市長に入団の報告をする川嵜選手
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動画で楽しむ

「お家 de 小牧市民まつり」「お家 de 小牧市民まつり」 にも

川嵜選手に出演していただきました！

動画はこちらからご覧いただけます。
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　公益社団法人全日本不動産協会愛知県本部と「小
牧市における空家等対策に関する協定」を締結しま
した。
　これは、相互に連携・協力することで、空家等の
流通および活用を促進し、空家等の発生の抑制およ
び適切な管理を図ることにより、総合的な空家等対
策を推進するとともに、「住みたくなる」、「住みつづ
けたい」小牧を目指すことを目的に締結したものです。

陶小学校にプロバレーボールチームのウルフドッ
グス名古屋の神谷 雄飛選手とマスコットのウルド
くんが訪れ、あいさつ運動が行われました。
　これは、スポーツへの興味関心のきっかけづくり
や豊かな人間関係づくりへの寄与を図ることを目的
としたものです。
　あいさつ運動の後には、オリジナル下敷きの贈呈
が行われ、市内小学校の 1年生に寄贈されました。

11/110/29 小牧市における空家等対策に関する
協定締結式

ウルフドッグス名古屋によるあいさつ
運動が行われました

　例年、協働啓発事業として「協働交流会」を開催
していましたが、今年は「働き世代の健康診断の受
診率を高めるためには」、「高齢者に向けてどのよ
うな生活支援ができるか」など４つのテーマを設定
し、テーマに関係のある市役所の担当課の職員と参
加団体とで、実りのある意見交換がなされました。

11/1 市民と行政のテーマ別意見交換会が
開催されました

　この検定は、市内に住む小・中学生を対象に、市
への愛着や誇りなど地元愛を高めていただくこと
を目的としたもので、小牧に関する歴史・文化・産
業・地理・伝統行事・人々の暮らしなどについて出
題しました。
　参加者は、勉強してきたノートや資料を手に、緊
張した様子で最終確認を行い、検定に臨んでいまし
た。

11/3 「第６回こまき検定」が行われました
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